
保育所
　・辻本　紗來さん
　・浦西莉夢愛さん
　 ・浦西美莉愛さん

小中学校（１年生）
　・上田　優起さん
　・北　　　歩さん
　・田中しのんさん

つじもと

うらにし

うらにし

ん

り

あ

あ

り

み

さ ら

かみ ゆうた き

きた

た なか

あゆむ

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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令和５年３月31日現在

転入　６人
出生　０人
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死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

806人
373人
433人
519戸

先月比
3）
1）
2）
1）

（－
（－
（－
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　春風に桜の花びらが舞う中、下北山保育所では４月５日に、下北山小中学校

では４月７日に入学式が挙行されました。夢と希望に胸を膨らませながら新入

生は新たな学校生活のスタートです！ 

入学・入所おめでとう！入学・入所おめでとう！入学・入所おめでとう！



下
北
山
村
議
会

３
月
定
例
会
を
開
催

令
和
５
年
３
月

　
３
月
９
日（
木
）か
ら
３
月
16
日（
木
）

ま
で
の
８
日
間
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
挟
み
、
村
議
会
３
月
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
案
は
、
辺
地
総
合
整
備
計

画
の
変
更
が
１
件
、
条
例
の
制
定
・
改

正
が
９
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
が
１

件
、
村
道
路
線
の
廃
止
が
１
件
、
令
和

４
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算
が
６
件
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
予
算
の
８
件
が
上
程
さ

れ
、
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
予

算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
３
月
16
日
の
最
終
日
に
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
予
算
議

案
８
件
と
、
栗
本
武
平
議
会
運
営
委
員

会
委
員
長
提
出
の
「
下
北
山
村
議
会
の

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
１

議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
下
北
山
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

　
村
道
路
線
の
整
備
内
容
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

★
下
北
山
村
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条

例
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
条
例
に
つ
い
て

　
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
（
令
和
５

年
４
月
１
日
施
行
）
に
伴
い
、
前
記
の

２
件
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
の
観
点
か
ら
対
象
年
齢
を

高
校
卒
業
ま
で
拡
大
、
ま
た
一
部
負
担

金
の
撤
廃
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
令
和
５
年
８
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

★
下
北
山
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て★
下
北
山
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
の
一
部
改
正
省
令
や
、

バ
ス
送
迎
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
係
る

関
係
省
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
前

記
の
２
件
の
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
出
産
育
児
一
時
金
が
８
万
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
加
算
金
を
合
わ
せ
50
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
農
業
者
数
や
耕
作
面
積
の
減
少
か
ら

農
業
委
員
数
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
定

数
が
11
名
よ
り
８
名
と
な
り
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
歴
史
民
俗
資
料
館
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
番
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
進
め
る

目
的
で
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図

る
た
め
の
必
要
な
措
置
と
し
て
、
段
階

的
に
年
額
報
酬
を
増
額
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
林
産
加
工
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
の
指
定
が
可
決
さ
れ
、

ス
カ
イ
ウ
ッ
ド
㈱
（
大
字
池
峰
２
２
７

番
地
３
）
が
引
続
き
指
定
管
理
者
と
な

り
ま
し
た
。
期
間
は
令
和
10
年
３
月
31

日
ま
で
の
５
ヶ
年
間
で
す
。

★
村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
小
井
小
口
線
、
不
動
線
支
線
２

号
、
田
戸
不
動
線
の
３
路
線
延
べ
５
，

３
７
６
ｍ
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　
１
，５
７
９
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、

総
額
２
１
３
，
７
５
４
万
円
と
し
ま
し

た
。

　
主
な
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
普
通

交
付
税
６
，
４
６
２
万
円
、
土
砂
捨
場

使
用
料
８
４
５
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
１
，
１
２
０
万
円
の
増
額
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
４
，
０
０
０
万

円
、
公
共
施
設
基
金
繰
入
金
４
５
６
万

円
、
そ
の
他
各
種
事
業
費
確
定
に
伴
う

歳
入
の
減
額
。
歳
出
に
お
い
て
は
、
庁

舎
建
設
基
金
へ
の
積
立
８
，
０
９
０
万

円
の
他
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
、
財
政
調

整
基
金
等
の
総
額
で
９
，
９
０
３
万

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

２
８
０
万
円
の
増
額
や
、
各
種
工
事
実
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績
に
伴
う
請
負
工
事
費
２
，
３
１
８
万

円
の
減
額
、
そ
の
他
各
種
事
業
実
績
に

伴
う
不
用
額
の
減
額
に
よ
る
も
の
で

す
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
１
，
１
２
７
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ

総
額
１
４
，４
４
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
保
険
給
付
費
等
負
担
金
の
実
績

に
伴
う
減
額
で
す
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
２
５
４
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総
額

１
０
，
３
８
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
不
用
額
の
減
額
で
す
。

★
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　
９
２
９
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総
額

８
，
５
３
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
簡
易
水
道
会
計
シ
ス
テ
ム
等
共

同
整
備
事
業
負
担
金
額
の
確
定
に
伴

う
４
２
３
万
円
減
額
と
、
池
原
浄
水

場
修
繕
工
事
の
実
績
に
伴
う
不
用
額

５
３
５
万
円
の
減
額
に
よ
る
も
の
で

す
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
予
算
の
総
額
に
増
減
は
無
く
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
予
算
の
振
替
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
主
に
健
康
診
査
受
診
者
数
の
減
少
に

よ
り
21
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
予

算
及
び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
３

月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
期
間
中
５
日

間
審
査
が
行
わ
れ
、
最
終
日
16
日
午
後

か
ら
の
本
会
議
で
予
算
審
査
特
別
委
員

会
の
審
査
報
告
書
を
付
し
て
全
て
可
決

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額
は
そ

れ
ぞ
れ
26
億
３
，
１
０
０
万
円
。
７
つ

の
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額
は

６
億
７
，
２
７
４
万
円
。
全
会
計
の
合

計
額
は
33
億
３
７
４
万
円
で
前
年
比

８
億
２
，
１
７
２
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
す
。

★
下
北
山
村
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
議
会
運
営
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て

「
下
北
山
村
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
」
が
提
出
さ
れ
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
と
し
て
、
22
件
の

報
告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
職
員
分
限
懲
戒
審
査
委
員

会
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

★
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備

に
関
す
る
規
則

★
下
北
山
村
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
規
則
の
全
部
を
改
正
す
る
規
則

★
定
年
の
引
上
げ
に
伴
う
給
与
の
特
例

措
置
に
関
す
る
規
則

★
下
北
山
村
年
齢
60
年
に
達
す
る
職
員

等
に
対
す
る
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の

意
思
の
確
認
に
関
す
る
規
則

★
下
北
山
村
定
年
退
職
者
等
の
暫
定
再

任
用
に
関
す
る
規
則

★
下
北
山
村
年
齢
60
年
以
上
退
職
者
の

定
年
前
再
任
用
に
関
す
る
規
則

★
下
北
山
村
管
理
監
督
勤
務
上
限
年
齢

に
よ
る
降
任
等
に
関
す
る
規
則

★
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則

★
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
実
施
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

★
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
給
与
条
例
付
則
第
18
項
の

規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
関
す
る
規
則

★
技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
取
扱
要
綱

★
下
北
山
村
関
係
人
口
活
動
補
助
金
要

綱★
下
北
山
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

★
下
北
山
村
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則★
下
北
山
村
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
管
理
運

営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
給
付
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
教
育
委
員
会
会
議
傍
聴
人

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
就
学
援
助
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
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《
一
般
質
問
》

質
問
者
…
和
田
議
員

【
質
問
】
下
北
山
村
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
阿
部
章
先
生
へ
の
追
悼
の
意
を
込
め

て
質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

故
阿
部
章
先
生
の
主
な
経
歴
と
実
績

　
昭
和
43
年
４
月
下
北
山
寺
垣
内
小

学
校
で
新
任
教
師
と
し
て
着
任
、
昭

和
46
年
に
は
下
北
山
中
学
校
に
勤

務
、
柔
道
の
専
門
家
で
あ
っ
た
が
、

下
北
山
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
を
全
国
大
会
に
ま
で
導
く
。

　
そ
の
後
奈
良
県
立
大
淀
高
校
に
異

動
、
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
と
な
り
サ
ッ

カ
ー
部
を
全
国
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
に
第
57
回
（
昭
和
53
年
）
か
ら
、

59
回
ま
で
の
３
年
連
続
出
場
、
そ
の

後
も
選
手
権
を
は
じ
め
多
く
の
全
国

大
会
に
出
場
。

　
下
北
山
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督

の
故
中
瀬
古
宜
雄
先
生
と
の
連
携
で

大
淀
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
強
化
に
努

め
る
。

　
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
に
は

静
岡
県
御
殿
場
市
「
㈱
時
之
栖
」（
観

光
業
）に
移
り
、施
設
に
全
く
な
か
っ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
り
か
ら
始
め
、
現

在
で
は
、
人
工
芝
13
面
、
天
然
芝
４

面
の
巨
大
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
施
設
ま
で

に
育
て
上
げ
た
。

　
２
０
２
３
年
１
月
13
日
永
眠
。

　
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
第
二
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
平
成

26
年
１
月
竣
工
）
に
改
築
す
る
際
、
視

察
を
受
け
入
れ
て
頂
く
等
、
先
生
か
ら

多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
て
頂
き
ま

し
た
。
先
生
は
「
施
設
の
運
営
は
常
に

現
場
目
線
、
使
用
者
目
線
」、「
安
心
、

安
全
、
便
利
」、「
食
べ
る
こ
と
、
寝
る

こ
と
、
サ
ッ
カ
ー
す
る
こ
と
」
が
モ
ッ

ト
ー
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
環
境
で
す
が
、
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
全
面
芝
生
化
、
池
の
平
グ

ラ
ウ
ン
ド
も
現
在
全
面
芝
生
化
に
向
け

て
工
事
中
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
使
用
者

目
線
に
立
っ
た
改
良
、
良
い
方
向
で
進

ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
寝
る
こ
と
で
す
が
、
現
在
は
合

宿
と
一
般
の
宿
泊
客
と
の
住
み
分
け
が

難
し
い
状
況
に
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
言

う
と
、
一
般
客
が
合
宿
客
に
追
い
や
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
合
宿
専
用
棟
の
よ
う
な
施
設
は
出
来

な
い
の
か
、村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
次
に
、
㈱
時
之
栖
の
阿
部
先
生
の
後

継
者
阿
山
恭
弘
社
長
は
、
施
設
が
充
実

し
て
来
た
こ
れ
か
ら
は
ソ
フ
ト
面
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、き
な
り
カ
ッ

プ
女
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
小
学
校
ク
ラ
ス
の
大
会
の
開

催
を
土
日
で
２
～
３
週
間
に
わ
た
っ
て

開
催
す
る
等
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
部
門
の

ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
、
も
う
少
し
村
の

支
援
や
連
携
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
何

か
考
え
が
あ
る
の
か
、
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
合
宿
専
用
棟
が
出
来
な
い
か
と
い
う

質
問
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
受
け
入
れ
態
勢
が
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
利
用
者
は
ま
だ
ま
だ
感
染
症
に

対
す
る
意
識
も
敏
感
で
、
合
宿
の
際 

大
部
屋
へ
受
け
入
れ
す
る
人
数
制
限
も

ま
だ
や
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
合
宿
シ
ー
ズ

ン
と
重
な
れ
ば
少
な
か
ら
ず
一
般
客
向

け
の
部
屋
の
利
用
は
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
一
般
客
は
ホ
テ
ル
感
覚
、
ま
た
は
旅

館
感
覚
で
宿
泊
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

上
、下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
場
合
は
、

仕
出
し
や
宴
会
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

食
事
の
仕
入
れ
、
人
員
体
制
な
ど
無
駄

が
多
す
ぎ
て
経
営
に
も
影
響
を
来
し
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
理
想
は
合
宿

専
用
棟
が
別
に
あ
れ
ば
良
い
と
い
う
考

え
方
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
合
宿
専
用
棟
建
設
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
奈
良
県
と
も
１
０
０
名
程

度
の
宿
泊
施
設
の
協
議
を
し
た
と
い
う

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
感
染
症
の
影
響
、
建
設
財

源
の
問
題
、
そ
れ
以
上
に
受
け
入
れ
の

ス
タ
ッ
フ
確
保
（
人
材
確
保
）、
人
材

育
成
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
建
物
を
建
て
て
も
、
年
間
を

通
じ
て
集
客
が
ど
の
く
ら
い
見
込
め

て
、
そ
こ
に
人
件
費
が
ど
の
程
度
、
安

定
運
営
が
出
来
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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次
に
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
村
の
支
援

や
、
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う

質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
シ
ー
ズ

ン
中
は
新
た
な
受
け
入
れ
が
困
難
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

　
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
あ
れ
ば
調
整
出
来

ま
す
が
、
学
校
の
休
み
は
ど
こ
も
同
じ

で
あ
る
状
況
も
あ
り
、
ま
た
ソ
フ
ト
面

は
運
営
と
い
う
こ
と
で
指
定
管
理
を
受

け
て
い
る 

む
ら
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
、

ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
経

営
や
行
動
を
起
こ
す
か
が
ま
ず
先
で
、

村
は
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
様
に
支
援
を

す
る
か
と
い
う
立
ち
位
置
で
現
在
考
え

て
お
り
ま
す
。
村
が
支
援
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
言
え
ば
観
光
Ｐ
Ｒ
、
合
宿
の
誘

致
、
雇
用
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
村
の
観
光

拠
点
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
財
源
支
援

も
引
き
続
き
行
っ
て
行
き
ま
す
。
直
営

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
民
間
経
営

努
力
を
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
し
か
し
、
人
の
確
保
が
優
先
で
あ

り
人
に
よ
っ
て
次
の
取
組
に
繫
が
る
と

考
え
て
お
り
、
質
問
に
対
す
る
考
え
方

に
つ
き
ま
し
て
は
基
本
と
す
る
と
こ
ろ

は
支
配
人
と
共
有
し
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
和
田
議
員

　
合
宿
棟
に
つ
い
て
は
、
時
之
栖
と
い

う
先
進
地
が
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
研

究
を
し
て
何
か
良
い
方
法
が
な
い
か
考

え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
年
間
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
人
工

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
日
数
は
把
握
し

て
い
ま
す
か
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
細
か
な
数
字
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
現
状
で
は
人
工
芝
の
方

が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
但
し
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
、
長
期
に
わ
た
る
合
宿
時
に
は

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
池
の
平
グ
ラ

ウ
ン
ド
等
の
活
用
が
一
度
に
増
え
る
状

況
で
す
。

【
質
問
】
和
田
議
員

　
調
べ
た
と
こ
ろ
、
一
年
間
で
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
１
０
２
日
、
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
51
日
で
し
た
。
人
工
芝
の

方
が
約
２
倍
の
利
用
頻
度
で
、
全
く
利

用
が
無
い
月
も
あ
り
、
６
月
は
人
工
芝

が
３
日
、
多
目
的
が
ゼ
ロ
。
12
月
で
は

人
工
芝
で
２
日
、
多
目
的
が
ゼ
ロ
で
し

た
。
こ
う
い
う
時
に
何
か
も
う
少
し
支

援
な
り
方
法
を
考
え
て
い
か
れ
る
余
地

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。
現
状
で
は

人
工
芝
の
方
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
施
設
が
充
実
し

た
ら
後
は
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
し
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
頻
度
を
上
げ
て
行
く

方
向
を
考
え
た
ら
如
何
か
と
思
い
ま

す
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
Ｐ
Ｒ
事
業
で
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
利
用
促
進
の
認
知
を
高
め
る
努
力
は

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
下
北
山
ス

ポ
ー
ツ
公
園
と
の
協
議
の
中
で
も
営
業

的
な
人
の
育
成
、
確
保
と
い
う
の
が
課

題
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
協
議

し
な
が
ら
利
用
者
獲
得
に
努
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】
和
田
議
員

　
最
後
に
阿
部
先
生
ご
逝
去
に
対
し
ま

し
て
村
長
か
ら
何
か
追
悼
の
言
葉
は
ご

ざ
い
ま
す
か
。

【
答
え
】
南
村
長

　
阿
部
章
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
生
に
は
直
接
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
と
は
関
わ
り
は
無
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
色
々
な
サ
ッ
カ
ー
人
脈
と

い
い
ま
す
か
、
阿
部
先
生
に
指
導
を
受

け
ら
れ
て
き
た
方
々
が
指
導
者
と
な
っ

て
沢
山
の
子
ど
も
た
ち
を
本
村
に
連
れ

て
来
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、ま
た
、

故
中
瀬
古
宜
男
先
生
と
も
連
携
し
て
奈

良
県
の
サ
ッ
カ
ー
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

時
之
栖
視
察
に
い
か
れ
た
和
田
議
員
を

通
じ
て
色
々
な
ご
提
案
を
頂
い
た
こ
と

を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
通
じ
て
サ
ッ
カ
ー
界
の
こ
と
で

下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
も
影
響
を
頂

い
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
改
め
て
今
ま
で
の
阿
部
先
生
の
ご

功
績
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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統 一 地 方 選 挙 結 果

開票結果
《奈良県知事選挙》

《奈良県議会議員選挙》

投票結果

知  事
県  議 732人 571人

565人
161人
167人

78.00%
77.19%

選挙別 確定有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

 下北山村長・下北山村議会議員選挙
　４月18日に告示された、下北山村長選挙及び下北山村議会議員選挙は、届
出のあった候補者の数が選挙すべき定数を超えなかったため無投票当選が決
定しました。当選者は次の通りです。（立候補届出順）

 奈良県知事・奈良県議会議員選挙
　４月９日に執行されました、奈良県知事選挙及び奈良県議会議員選挙の
下北山村開票区の結果は次のとおりです。

《下北山村長選挙》
南　正文

《下北山村議会議員選挙》
和田　あきひろ
栗本　武平
つじのうち　いさむ
北　のりつぐ
平井　清
松本　良三

571人

投票総数 有効投票
558票

投票の内訳 候補者別得票数
無効投票

13票
ひらきしょう

349票
山下まこと

117票
尾口いつぞう

6票
あらい正吾

77票
西口のぶこ

6票
羽多野貴至

3票

565人

投票総数 有効投票
542票

投票の内訳 候補者別得票数
無効投票

23票
浦西あつし

260票
上よしひろ

118票
松尾いさお

164票

〈
着
任
・
教
諭
〉

今
中

　茉
友

（
新
規
採
用
）

清
水

　英
人

（
新
規
採
用
）

石
丸

　元
太

（
新
規
採
用
）

井
手
谷

　彩
永

（
新
規
採
用
）

吉
岡

　佳
音

（
新

　任
）

宮
田

　優
奈

（
新

　任
）

〈
離
任
〉

大
藤

　夏
香

（
大
和
郡
山
市
立
平
和
小
学
校
へ
）

〈
退
職
〉

　仲

　ふ
み
子

　橋
本

　眞
聡

　宮
本

　久
美
子

〈
就
任
・
新
規
採
用
〉

八
釣

　武
士（

教
育
委
員
会
・
主
事
補
）

上
平

　一
輝（

地
域
振
興
課
・
主
事
補
）

山
本

　さ
や
か（

保
健
福
祉
課
・
保
健
師
）

〈
異
動
〉

橋
詰

　和
泉

﹇
保
健
福
祉
課
・
主
幹

　兼

下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
・
施
設
長
］

峯

　正
和

［
住
民
課
・
主
事
］

（
診
療
所
よ
り
）

阪
本

　匠

［
診
療
所
・
主
事
補
］

（
教
育
委
員
会
よ
り
）

　お
久
し
ぶ
り
で
す
。
こ
の
度
、
下
北

山
村
診
療
所
に
再
赴
任
し
た
田
口 
浩

之
で
す
。
今
回
は
単
身
赴
任
で
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
長
男
、
次
男
と
も
元
気

い
っ
ぱ
い
に
成
長
し
て
お
り
、
ま
た
不

思
議
な
こ
と
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
も
時
折
取
り
上
げ
て
も
ら
う
ほ
ど

の
ち
ょ
っ
と
し
た
人
気
者
に
な
っ
て
い

ま
す
。
妻
も
下
北
山
村
発
の
芸
術
家
と

し
て
少
し
ず
つ
雑
誌
や
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
個
展
も
開
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
自
分
は
奈

良
県
立
医
科
大
学
の
総
合
診
療
科
で
２

年
間
み
っ
ち
り
修
業
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
本
に
50
人
し
か
い
な
い
難

病
の
治
療
や
、
ど
こ
の
病
院
で
も
診
断

が
つ
か
な
か
っ
た
症
状
と
も
毎
日
向
き

合
う
こ
と
で
、
医
者
と
し
て
一
層
磨
き

を
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
以
前
に
は

「
今
の
と
こ
ろ
は
総
合
的
な
内
科
な
の

だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
な
ど
と

お
伝
え
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

「
こ
れ
が
総
合
診
療
科
か
！
」
と
村
民

の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
小
中
学
校
】

【
役

　場
】

人
事
異
動

診
療
所
医
師 

就
任
ご
挨
拶

田口浩之医師
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統 一 地 方 選 挙 結 果
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《奈良県知事選挙》

《奈良県議会議員選挙》
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友
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岡
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採
用
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］
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］
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］
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。
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な
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Ｎ
Ｓ
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っ
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。
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療
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２
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。
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療
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。
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】
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　平成15年より行政相談委員を務めていただきました中畑一正行政相談委員が令和5年3月31

日をもちまして定年を迎え退任することとなりました。中畑行政相談委員は20年間にわたり村民

の方々の行政に対する不満や相談を受け付け、解決のために尽力されてきました。長年の功績

に対し、奈良行政監視行政相談センター山根所長より総務大臣感謝状が贈呈されました。

　令和5年4月からは後任として今　安男氏が新たな行政相談委員として委嘱されました。今後

の行政相談の日程につきましてはケーブルテレビにてお知らせしますのでご確認ください。

行政相談委員への感謝状贈呈

中畑一正氏 今　安男行政相談委員

　2020年からの３年間、下北山村の地域おこし協力隊の隊員として活動し
てきました。村民の皆様のおかげで、今年の４月に地域おこし協力隊を卒
業となりました。ありがとうございました。
　協力隊の3年間の活動期間中は主に村内の森林の計画に関わってきまし
たが、卒業後も引き続き下北山村に留まり林業に従事します。今後は個人
事業主として林業をやっていきますが、今までに引き続き下北山村、合同
会社森のび、そして地域おこし協力隊と協力してやっていきたいと思いま

す。また別の形で森林に関わっていくことも計画しています。
　具体的な仕事としては、間伐の必要な山々を探すなど、施業の必要な森林に優先順位を付け、必要性
の高い森林から施業ができるよう計画を立てていきたいと考えています。そして協力隊の活動時には間
伐だけでなく、苗木を植えた山もあるので間伐の後のスギやヒノキと植えた苗木の成長の観察を続けて
いきます。
　下北山村の森林が少しでも良くなり、林業従事者が定着していけるように日々森林の仕事をしていき
たいと考えております。皆様のお持ちの山で間伐が必要であったり、広葉樹の混ざる山にしていきたい
とお考えの場合は、ぜひともご相談させていただきたいと思います。

協力 支援員隊 のと つぶやきその112
今月号は石丸が
担当します。

　桜
も
終
わ
り
を
迎
え
、
新
緑
が
楽

し
み
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
ね
。
あ

た
た
か
い
日
差
し
に
思
わ
ず
顔
が
ほ

こ
ろ
び
ま
す
。

◎
夜
ヨ
ガ
教
室

　ヨ
ガ
は
ス
ト
レ
ス
発
散
・
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
よ
う
に
、
心

と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う

♪【
講
師
】
桝
井

　紋
子
先
生

【
日
時
】
５
月
17
日
（
水
）

　午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
送
迎
】
な
し

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、

心
の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が

対
応
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い

た
だ
い
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
時
】
６
月
11
日
（
日
）

　午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
懐
メ
ロ
歌
謡
教
室
★
第
１
弾
★

　歌
を
歌
う
こ
と
は
お
口
の
健
康
、

認
知
症
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
等
、

た
く
さ
ん
良
い
効
果
が
あ
る
ん
で

す
！
聞
く
だ
け
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
13
日
（
火
）

　午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　歌
詞
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

◎
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ
（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

対
象
）

　昨
年
度
よ
り
、
積
極
的
な
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
る
間
に
定
期
接
種
の

対
象
者
で
あ
っ
た
方
を
対
象
に
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
機
会
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
あ
て
は

ま
る
方
で
接
種
を
希
望
さ
れ
ま
す
方

は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　平
成
９
年
度
～
平
成
18
年
度
生
ま

れ
で
、
村
内
に
住
所
の
あ
る
女
性
の

方【
期
間
】
令
和
６
年
度
末
ま
で

◎
令
和
５
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で

接
種
で
き
る
期
限
が
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　実
施
時
期
と
し
て
は
、【
令
和
５

年
秋
開
始
接
種
（
令
和
５
年
９
月
～

12
月
の
期
間
）
】
が
基
本
で
す
が
、

65
歳
以
上
の
方
や
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
方
な
ど
を
対
象
に
前
倒
し
で

【
令
和
５
年
春
開
始
接
種
（
令
和
５

年
５
月
８
日
～
８
月
31
日
の
期
間
）】

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　下
北
山
村
で
は
、
令
和
５
年
春
開

始
接
種
を
６
月
１
日
（
木
）
５
日
（
月
）

８
日
（
木
）
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
４
月
27
日
の
各
戸
配
布

で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
6

－

0
0
1
5
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】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　歌
詞
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

◎
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ
（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

対
象
）

　昨
年
度
よ
り
、
積
極
的
な
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
る
間
に
定
期
接
種
の

対
象
者
で
あ
っ
た
方
を
対
象
に
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
機
会
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
あ
て
は

ま
る
方
で
接
種
を
希
望
さ
れ
ま
す
方

は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　平
成
９
年
度
～
平
成
18
年
度
生
ま

れ
で
、
村
内
に
住
所
の
あ
る
女
性
の

方【
期
間
】
令
和
６
年
度
末
ま
で

◎
令
和
５
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で

接
種
で
き
る
期
限
が
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　実
施
時
期
と
し
て
は
、【
令
和
５

年
秋
開
始
接
種
（
令
和
５
年
９
月
～

12
月
の
期
間
）
】
が
基
本
で
す
が
、

65
歳
以
上
の
方
や
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
方
な
ど
を
対
象
に
前
倒
し
で

【
令
和
５
年
春
開
始
接
種
（
令
和
５

年
５
月
８
日
～
８
月
31
日
の
期
間
）】

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　下
北
山
村
で
は
、
令
和
５
年
春
開

始
接
種
を
６
月
１
日
（
木
）
５
日
（
月
）

８
日
（
木
）
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
４
月
27
日
の
各
戸
配
布

で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
6

－

0
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春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

【
期
間
】
５
月
11
日
～
５
月
20
日

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

交
通
事
故
の
な
い

や
す
ら
ぎ
の
大
和
路
づ
く
り

【
運
動
重
点
】

•
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確

保
•
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と
安
全
運

転
意
識
の
向
上

•
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通

ル
ー
ル
尊
守
の
徹
底

•
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止
（
奈

良
県
重
点
）

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来

　新
緑
の
季
節
を
迎
え
、
国
道
１
６
９
号

は
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン
グ
や
行
楽
客
の
車

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
中
に
は
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
過
ぎ
て
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ

ず
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
割
っ
て
走
行
す
る

車
や
バ
イ
ク
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
対
向
車
が
セ

駐在さん通信駐在さん通信

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
割
っ
て
き
て
も
衝
突
を

防
げ
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
し
、

心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
安
全
運
転
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
に
ご
注
意

　悪
質
商
法
と
は
、
一
般
消
費
者
を
対
象

に
組
織
的
・
反
復
的
に
敢
行
さ
れ
る
商
取

引
で
、
そ
の
商
法
自
体
に
違
法
又
は
不
当

な
手
段
・
方
法
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
を

い
い
ま
す
。

　被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
「
悪
質
業
者

は
う
・
そ
・
つ
・
き
」

（
う
）
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

（
そ
）
相
談
す
る

（
つ
）
つ
ら
れ
て
返
事
せ
ず
、
す
ぐ
に
契

約
し
な
い

（
き
）
き
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
断
る

　元
本
保
証
、
高
配
当
確
実
、
絶
対
儲
か

る
等
と
勧
誘
さ
れ
た
ら
、
詐
欺
で
は
な
い

か
と
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
で
商

品
等
の
購
入
契
約
を
し
た
後
で
も
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
解

約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
商
品
を
買
っ

て
か
ら
失
敗
し
た
と
思
っ
た
ら
、
期
間
内

に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

警
察
相
談
電
話
＃
９
１
１
０

　
か
ね
て
よ
り
浦
向
区
か
ら
要
望
の
あ
り

ま
し
た
浦
向
バ
ス
停
留
所
が
、
こ
の
度
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
園
・
通
学
の
子
ど
も
た
ち
の
待
合
所

と
し
て
利
便
性
が
期
待
で
き
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

浦
向
バ
ス
停
留
所
新
築
整
備
工
事
費

　
金
１
，
３
９
９
，
２
０
０
円

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　自
転
車
を
乗
る
と
き
の
主
な
ル
ー
ル
と

し
て
…

【
車
道
通
行
の
原
則
】

　道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
軽
車
両
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
車
道
と
歩
道

の
区
別
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
車
道
を
通
行

す
る
の
が
原
則
で
す
。

【
歩
道
に
お
け
る
通
行
方
法
】

　歩
道
を
通
行
す
る
場
合
は
、
車
道
寄
り

の
部
分
を
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

【
交
差
点
で
の
通
行
】

　信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
は
対
面
信
号

機
の
信
号
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

【
全
員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
】

　４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
に
乗
車
す
る

全
員
を
対
象
と
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

浦
向
バ
ス
停
留
所
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

　ご自身やご家族のために、相続や資産継承に備えた準備を

「どうすればよいのか、どこに相談すればよいのか分からない」

というお声が少なくありません。

　南都銀行では村民の皆さまへのサービスの一環として、無

料でお悩みのご相談をお受けします。

次のような不安や悩みをお持ちの方は、ぜひお気軽にご相談

ください。

•何から始めていいかわからない

•資産をスムーズに引き継いでもらいたい

•老後の生活に不安を抱えている

•家族に負担を掛けたくない

•相続でもめるのを防ぎたい　　など

　お取引の有無に関わらず、どなたでもご利用いただけます。

　無料相談をご希望の方は、ＷＥＢまたはお電話にてご予約を

お願いいたします。

南都銀行　川上支店・北山支店（共同店舗）

☎０７４６－５２－０２１１（平日９時～ 17時）

ＷＥＢ予約はこちらから

相続、資産承継などの
　　　ご相談をお受けします

＜老後を安心してお過ごしいただくために＞

せ
か
い

は
ん

へ
いた

い
せ
つ

わ

き
ず

ど
り
ょ
く

せ
い

い
ま

せ
ん

せ
ん

ふ
ん
そ
う

へ
い

か
ん
が

し
あ
わ

じ
ゆ
う わ そ

う

つ
づに

ほ
ん

せ
ん

い
の
ち

そ
う

そ
う

ふ
ん
そ
う

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

德

　本

　信

　二 
さ
ん
（
下
桑
原
）

３
月
29
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
57
才

鍛

　川

　喜
美
子 

さ
ん
（
池

　峰
）

４
月
１
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
93
才

杉

　岡

　登
志
要 

さ
ん
（
寺
垣
内
）

４
月
２
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
89
才

池

　峰
（
４
月
６
日
）

鍛

　川

　正

　喜

　さ
ん

寺
垣
内
（
４
月
７
日
）

杉

　岡

　美
智
子

　さ
ん

佐

　田
（
４
月
12
日
）

田

　中

　佳

　子

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

相談無料
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春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

【
期
間
】
５
月
11
日
～
５
月
20
日

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

交
通
事
故
の
な
い

や
す
ら
ぎ
の
大
和
路
づ
く
り

【
運
動
重
点
】

•
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確

保
•
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と
安
全
運

転
意
識
の
向
上

•
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通

ル
ー
ル
尊
守
の
徹
底

•
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止
（
奈

良
県
重
点
）

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来

　新
緑
の
季
節
を
迎
え
、
国
道
１
６
９
号

は
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン
グ
や
行
楽
客
の
車

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
中
に
は
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
過
ぎ
て
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ

ず
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
割
っ
て
走
行
す
る

車
や
バ
イ
ク
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
対
向
車
が
セ

駐在さん通信駐在さん通信

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
割
っ
て
き
て
も
衝
突
を

防
げ
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
し
、

心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
安
全
運
転
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
に
ご
注
意

　悪
質
商
法
と
は
、
一
般
消
費
者
を
対
象

に
組
織
的
・
反
復
的
に
敢
行
さ
れ
る
商
取

引
で
、
そ
の
商
法
自
体
に
違
法
又
は
不
当

な
手
段
・
方
法
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
を

い
い
ま
す
。

　被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
「
悪
質
業
者

は
う
・
そ
・
つ
・
き
」

（
う
）
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

（
そ
）
相
談
す
る

（
つ
）
つ
ら
れ
て
返
事
せ
ず
、
す
ぐ
に
契

約
し
な
い

（
き
）
き
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
断
る

　元
本
保
証
、
高
配
当
確
実
、
絶
対
儲
か

る
等
と
勧
誘
さ
れ
た
ら
、
詐
欺
で
は
な
い

か
と
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
で
商

品
等
の
購
入
契
約
を
し
た
後
で
も
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
解

約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
商
品
を
買
っ

て
か
ら
失
敗
し
た
と
思
っ
た
ら
、
期
間
内

に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

警
察
相
談
電
話
＃
９
１
１
０

　
か
ね
て
よ
り
浦
向
区
か
ら
要
望
の
あ
り

ま
し
た
浦
向
バ
ス
停
留
所
が
、
こ
の
度
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
園
・
通
学
の
子
ど
も
た
ち
の
待
合
所

と
し
て
利
便
性
が
期
待
で
き
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

浦
向
バ
ス
停
留
所
新
築
整
備
工
事
費

　
金
１
，
３
９
９
，
２
０
０
円

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　自
転
車
を
乗
る
と
き
の
主
な
ル
ー
ル
と

し
て
…

【
車
道
通
行
の
原
則
】

　道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
軽
車
両
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
車
道
と
歩
道

の
区
別
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
車
道
を
通
行

す
る
の
が
原
則
で
す
。

【
歩
道
に
お
け
る
通
行
方
法
】

　歩
道
を
通
行
す
る
場
合
は
、
車
道
寄
り

の
部
分
を
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

【
交
差
点
で
の
通
行
】

　信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
は
対
面
信
号

機
の
信
号
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

【
全
員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
】

　４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
に
乗
車
す
る

全
員
を
対
象
と
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

浦
向
バ
ス
停
留
所
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

　ご自身やご家族のために、相続や資産継承に備えた準備を

「どうすればよいのか、どこに相談すればよいのか分からない」

というお声が少なくありません。

　南都銀行では村民の皆さまへのサービスの一環として、無

料でお悩みのご相談をお受けします。

次のような不安や悩みをお持ちの方は、ぜひお気軽にご相談

ください。

•何から始めていいかわからない

•資産をスムーズに引き継いでもらいたい

•老後の生活に不安を抱えている

•家族に負担を掛けたくない

•相続でもめるのを防ぎたい　　など

　お取引の有無に関わらず、どなたでもご利用いただけます。

　無料相談をご希望の方は、ＷＥＢまたはお電話にてご予約を

お願いいたします。

南都銀行　川上支店・北山支店（共同店舗）

☎０７４６－５２－０２１１（平日９時～ 17時）

ＷＥＢ予約はこちらから

相続、資産承継などの
　　　ご相談をお受けします

＜老後を安心してお過ごしいただくために＞

せ
か
い

は
ん

へ
いた

い
せ
つ

わ

き
ず

ど
り
ょ
く

せ
い

い
ま

せ
ん

せ
ん

ふ
ん
そ
う

へ
い

か
ん
が

し
あ
わ

じ
ゆ
う わ そ

う

つ
づに

ほ
ん

せ
ん

い
の
ち

そ
う

そ
う

ふ
ん
そ
う

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

德

　本

　信

　二 

さ
ん
（
下
桑
原
）

３
月
29
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
57
才

鍛

　川

　喜
美
子 

さ
ん
（
池

　峰
）

４
月
１
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
93
才

杉

　岡

　登
志
要 

さ
ん
（
寺
垣
内
）

４
月
２
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
89
才

池

　峰
（
４
月
６
日
）

鍛

　川

　正

　喜

　さ
ん

寺
垣
内
（
４
月
７
日
）

杉

　岡

　美
智
子

　さ
ん

佐

　田
（
４
月
12
日
）

田

　中

　佳

　子

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

相談無料
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保育所
　・辻本　紗來さん
　・浦西莉夢愛さん
　 ・浦西美莉愛さん

小中学校（１年生）
　・上田　優起さん
　・北　　　歩さん
　・田中しのんさん

つじもと

うらにし

うらにし

ん

り

あ

あ

り

み

さ ら

かみ ゆうた き

きた

た なか

あゆむ

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和５年 （2023） 月号　No.7915

下北山スポーツ公園内の桜

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和５年３月31日現在

転入　６人
出生　０人
転出　７人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

806人
373人
433人
519戸

先月比
3）
1）
2）
1）

（－
（－
（－
（－

　春風に桜の花びらが舞う中、下北山保育所では４月５日に、下北山小中学校

では４月７日に入学式が挙行されました。夢と希望に胸を膨らませながら新入

生は新たな学校生活のスタートです！ 

入学・入所おめでとう！入学・入所おめでとう！入学・入所おめでとう！
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